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神 奈 川 県 横 浜 市
（ 情 報 機 器営 業 部 ）

長 崎 県 諫 早 市
（ 本 社 ・ 工 場 ）

会社名 ： 株式会社アバール長崎

代表者 ： 代表取締役社長 川浪 義光

設立 ： １９８７年１１月１日

資本金 ： １億３，４００万円

従業員数： １４０名（２０１８年８月１日現在）

事業所 ： 本社・工場（長崎県諫早市）／ 情報機器営業部（神奈川県横浜市）

事業内容： 電子機器の開発設計・製造・販売

1985年 現㈱アバールデータの長崎事業所として操業開始

1987年 長崎事業所を分離独立し、新会社「㈱アバール長崎」を設立

1990年 資本金を2,600万円から1億3,400万円に増資

1996年 ISO9001（品質管理と品質保証の国際規格）認証取得
神奈川県厚木市に現在の情報機器営業部を開設

2006年 ISO14001（環境マネジメントシステム）認証取得

2008年 金融商品取引法に基づく内部統制制度確立

2010年 福岡スマートハウスコンソーシアムに参画

2011年 横浜スマートコミュニティに参画／SE関連製品発売開始

2017年 親会社の変更（東京エレクトロンデバイス株式会社）

■沿革

■概要

会社概要・沿革
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沿 革

2007年: 大規模データセンター統合監視システム開発
2006年：データセンターMap監視システム開発
2005年：電流監視ユニット開発・販売開始
2004年：ラック監視システム「RMS」シリーズの開発・販売開始
2004年：μiTRON「TOPPERS」学習用教材キット販売開始

1987年：半導体メーカー向け封止成型機制御用マルチバスボード開発・生産開始
1987年：（株）アバールコーポレーションから分離独立し（株）アバール長崎設立
1985年：EPROM書き込み装置「PECKER」シリーズ生産開始
1985年：（株）アバールコーポレーション長崎事業所として長崎に進出

1999年：CTI製品INS64,INS1500電話回線ボード開発・販売開始
1998年：CTI製品１２ｃｈアナログ外線・内線接続ボード開発・販売開始
1996年：CTI製品2/４ｃｈアナログ電話回線ボード／内線接続ボード開発・販売開始

2002年：Linux組込用小型アプライアンスサーバー開発・販売開始
2002年：INS1500VoIPボード開発・販売開始

2014年：48V/5kW双方向コンバータ開発
風力発電用制御ユニット開発

2013年：3相3線13kW系統連系インバータ開発
2013年：20kW実証システムを社内で稼働開始
2012年：5kW コンバータシリーズリリース

2017年

1985年

1990年

2000年

2007年

2010年

2017年：東京エレクトロンデバイス（株）の
グループ会社となる（7月）。

2017年：25kW PVコンバータリリース
2017年：海外向け50kW系統連系インバータ

リリース

http://www.avalnagasaki.com/products/sbc_8245.html
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産業用ロボット

半導体製造装置

画像検査装置

製品を生み出すための製品の提供

製品の応用分野

コンポーネント

企画、開発・設計から製造、販売、アフターまでの一貫体制
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主要生産設備
製造装置

［表面実装ライン］３ライン保有

［基板洗浄装置］
パラフィン系炭化水素系溶剤

［コーティング塗布機］
プログラマブル自動塗布･乾燥

［その他製造装置］

自動静止はんだ槽（有鉛）

噴流式はんだ槽（鉛フリー）

セレクティブトレース
はんだ付け装置（鉛フリー）
プログラマブル自動はんだ付

2017年5月最新ライン導入済

別途、刷毛塗りも対応中
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主要生産設備

<SMT1>
基板サイズ：L50×W50mm

L460×W400mm
対象部品 ：03015~
基板厚 ：0.4~3.0mm
RoHS適応

<SMT2>
基板サイズ：L50×W50mm

L460×W300mm
対象部品 ：0603~
基板厚 ：0.4~3.0mm
RoHS適応

<SMT3>
基板サイズ：L50×W50mm

L460×W360mm
対象部品 ：0603~
基板厚 ：0.4~3.0mm
RoHS適応
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自社製品カテゴリ

CTI（Computer Telephony Integration）

Environmental and Monitoring Solutions

Smart Power（Energy） Solutions
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CT Net/work BOX

CT-BOX Product Lineup

●CT-BOX音声/FAX機能
●CT-BOX音声機能専用

ネットワーク接続する「CT-BOX」でCTI Serverの仮想化・冗長化・分散化・IP化を実現します。

ADVANCE VoIP/SIP

IP電話対応CT-BOX Product Lineup

音声・FAX CTシリーズ



AVN-38 Rev3.1

［ラックマネジメント ユニット］

RMS-3000

サ－バやネットワ－ク機器の電流過

負荷による電源障害、ラック内の温

度上昇による環境変化、ドア開閉に

よる外部からの不正操作など、シス

テムの安全運用に必要な環境をリア

ルタイムに監視します。

また、電力消費量の「見える化」に

より、デ－タセンタ－や工場・企業

全体などのエネルギ－管理を容易に

します。

電源管理/電流・電力監視/ラック温度監視

システム構成図

ラック環境監視 RMSシリーズ
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Rack Monitoring System

RMS-4000 New Product Lineup

全機種ネットワーク対応IT監視環境に最適化されたWebアプリ搭載アプライアンスLineup

ラック環境監視 RMSシリーズ
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自律分散型電源ラインアップ
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エネルギー
システム

クラウド

オープンエンド型

燃料電池 EV/PHV/FCV

系統

太陽電池

＋ －

蓄電池 家電

分散型電源システム構成について
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マイクログリッド
実証システム
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設備
負荷

分散型独立電源システム構成について

予備
電池

発電
機

バイ
オマ
ス

風力
発電

回生
・

バック
アップ

ACDC
インバータ

DCDC
コンバータ

分散且つ

並列接続（制御）に
より効率的なリソー
ス構成が可能

PV以外の発電リソースを取

り入れるハイブリッド発電が
可能

AC、DCの特定負荷に直
接供給可能

発電環境に応じ機器の冗長、拡張をフレキ
シブルに対応できる。また、スマートパワー
マネージャが一括管理するため、度々のカ

スタマイズも不要。
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設備
負荷

分散型独立電源システム構成について

予備
電池

発電
機

バイ
オマ
ス

風力
発電

回生
・

バック
アップ

ACDC
インバータ

DCDC
コンバータ

ハイブリッドな発電・供
給はHVDCバスでバラン

ス制御を行い、エネル
ギーミックスを実現する。

BMUによるバッテリ残量を把握し
デマンド制御を上位EMS

にて実現する
EMS＋BMUによりバッ

テリ延命のための
チェックローテーション
制御システムの構築

汎用的な通信
手段を持って

いる

EMS

エネルギーミックスされた電力の
出力をインバータに統合する。単
相/三相どちらでも乱れがない出
力を実現する。
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VPPへの
アプローチ
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VPPへのアプローチ

バーチャルパワープラントとは、
分散して離れた場所に小規模
な再エネ発電装置や蓄電シス
テム、燃料電池等の設備と、電
力の需要を管理し、ネットワー
ク・システムとして制御すること
で、複数の小規模発電設備や
システム等を、あたかも1つの
発電所のように機能させます。

「仮想発電所」とも呼ばれます。

●再生可能エネルギーの導入拡大
●省エネルギーの推進
●蓄電池、発電制御による負荷平準化
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VPPへのアプローチ

エネルギー制御とIoTを

連携し多種多様なシステ
ムとの連携を図る必要が
あります。

インターネットと元来のエ
ネルギー制御を融合させ
付加価値を共有させるこ
とが必要です。
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VPPへのアプローチ

フレキシブルなネットワー
ク機能搭載のハイブリッド
エネルギーシステムで構
成することで、通信を含め
た同じプラットホーム下に
て、負荷/電力需要家に合

わせた発電リソース、蓄
電量、電力容量の選択が
可能です。

エネルギーシステムが個
別に自律動作することで、
上位EMSは各エネルギー

システムの構成、状況を
あまり気にすることなく全
体管理の検討が可能です。

IoTとエネルギーの融合で

スマートコミュニティの実
現を後押しします。

いろいろな技術の
集合で新しい発電
所を構築する

細かな需要管理で
再エネを制御する
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VPPの可能性（ラインアップの増強）

5kW
バッテリ
コントローラ

10kW
バッテリ
コントローラ

5kW
PV/風力
コンバータ

10kW
PV

コンバータ

25kW PV
コンバータ

5kW
系統連系
インバータ

50kW
系統連系
インバータ

13kW
系統連系
インバータ

25kW
バッテリ
コンバータ
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25kWラインアップ

機 能 仕 様 SPM-AAD50400BN

最大出力電力量 50kW（マスタ＋スレーブ）

定格電圧／電流（系統側） 三相3線380V（50/60Hz）/38A

定格電圧／電流（HVDC側） DC380V/132A

絶縁方式 高周波絶縁

外形サイズ(W×D×Hmm) 430×800×527（EIA規格 12U）

重量 130kg×2

機 能 仕 様 SPM-ADD25650CN
最大出力電力量 25kW

定格電圧／電流（PV側） DC650V/40A 入力範囲:DC450V~850V

定格電圧／電流（HVDC側） DC380V/68A

最大入力電圧（PV側） DC1000V

絶縁方式 非絶縁

外形サイズ(W×D×Hmm) 430×800×438（EIA規格 10U）

重量 78kg

機 能 仕 様 SPM-2000AS

通信I/F CAN、LAN、RS485、RS232C

AC電力測定I/F 電圧×3、電流×10

その他I/F 接点入力×7、接点出力×4

DC電流入力×4、温度センサ×1

動作電源 三相3線380V±10% ※1

外形サイズ(W×D×Hmm) 430×275×88（EIA規格 2U）

重量 8kg

HVDC Bus

機 能 仕 様 SPM-ADD25300AN

最大出力電力量 25kW

定格電圧／電流（バッテリ側） DC280V/90A 入力範囲:DC220V~349V

定格電圧／電流（HVDC側） DC380V/66A

絶縁方式 非絶縁

外形サイズ(W×D×Hmm) 430×800×349（EIA規格 8U）

重量 79kg



AVN-38 Rev3.1

【課題】蓄電池の多様性と管理

機 能 仕 様 SPM-2000AS

通信I/F CAN、LAN、RS485、RS232C

AC電力測定I/F 電圧×3、電流×10

その他I/F 接点入力×7、接点出力×4

DC電流入力×4、温度センサ×1

動作電源 三相3線380V±10% ※1

外形サイズ(W×D×Hmm) 430×275×88（EIA規格 2U）

重量 8kg

HVDC Bus

機 能 仕 様 SPM-ADD25300AN

最大出力電力量 25kW

定格電圧／電流（バッテリ側） DC280V/90A 入力範囲:DC220V~349V

定格電圧／電流（HVDC側） DC380V/66A

絶縁方式 非絶縁

外形サイズ(W×D×Hmm) 430×800×349（EIA規格 8U）

重量 79kg

LiB/鉛 EVリユース

多様化
複合化

監視・制御
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【課題】双方向系統連系インバータ

5kW単相2線系統連系インバータ

13kW三相3線系統連系インバータ

25kW三相3線系統連系インバータ（AC380V）

●受動/能動系統保護機能搭載

●自立同期出力機能

INV1

INV3

INV2

T

INV1

INV3

INV2

■マスター/スレーブ方式
マスターが先に出力し、T時間後
にスレーブが追従することで、全
インバータが自立出力を行います。

■同期方式
通信で同期することで並列処理として
一斉に出力を開始します。
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蓄電装置
風力（PV）独立電源

装置
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風力発電独立電源（ハイブリッド）システム

DC48V
1kW

DC48V
1kW

電
源
シ
ス
テ
ム

商用系統
単相200V

特定電源
単相100V
３kVA

48V鉛蓄電池
（容量は必要に応

じ）

三相交流
5kw(MAX:300V)

ブレーキ制御

太陽光２系統

風力発電独立電源
SPW-XXXX

商用系統との切り替えは
バッテリ電圧低下した場合

バッテリ充放電

※パネルオプショ
ン

外観/システム構成

※2017年9月リリース予定
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風力発電独立電源（ハイブリッド）システム

系統連系せずに風力発電、太
陽光の再生可能エネルギーを
蓄電することで負荷へエネル
ギーを供給します。

系統との切り替え制御が可能で
す。
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実稼働例
ご紹介
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建屋間AC融通システム例

マスターシステムからスレーブシステムへ電力を供給します。
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発電機

海上環境アセスメントシステム例
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品質・環境への取り組み

お客様へ安心と信頼をお届けするために製品の開発・設計から生産までの

全てのシーンにおいて、ＩＳＯ９００１（品質マネジメントシステム）の

しくみをベースに、継続的な品質改善活動を展開しています。

※安定した品質を確保するための検査治具類

品質への取組み

お客様へ安心と信頼をお届けするために製品の開発・設計から生産までの

全てのシーンにおいて、ＩＳＯ９００１（品質マネジメントシステム）の

しくみをベースに、継続的な品質改善活動を展開しています。

※安定した品質を確保するための検査治具類

品質への取組み

「持続発展可能な社会システムに貢献する企業」として環境保全活動に取り

組みます。ＩＳＯ１４００１の認証取得により、積極的な省エネルギー化・

省資源化・リサイクル化に取り組んでいます。

また、鉛フリー対応の表面実装ラインの導入により環境へ

配慮した製品作りの取り組み体制を整えています。

環境への取組み

「持続発展可能な社会システムに貢献する企業」として環境保全活動に取り

組みます。ＩＳＯ１４００１の認証取得により、積極的な省エネルギー化・

省資源化・リサイクル化に取り組んでいます。

また、鉛フリー対応の表面実装ラインの導入により環境へ

配慮した製品作りの取り組み体制を整えています。

環境への取組み
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展示会出展情報 2月27日～3月1日開催
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展示会出展情報 2月27日～3月1日開催

ご招待券ご希望の方は弊社HPの問い合わせフォームより
招待券希望のご連絡いただければお送りします。

URL:https://www.avalngsk.co.jp/index.html
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ご清聴ありがとうございました


